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急 速 な 経 過 で 敗 血 症 性 シ ョ ッ ク と な っ た
Panton-Valentine leukocidin 陽性 MRSA によ
る致死的肺炎の 1 例 
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究センター 
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【緒言】1999 年米国で市中感染型 MRSA（CA-MRSA) 

による致死的肺炎が報告され、その原因として

Panton-Valentine leukocidin（PVL）の関与が考えら

れている。今回我々は急性気管支炎の経過から急速に

敗血症性ショックに至った PVL 保有 MRSA 肺炎を経

験したので報告する。【症例】2 歳 男児【主訴】呼吸

困難【既往歴】在胎 40 週 1 日、3170g、正常分娩に

て出生。軽度の発達遅滞あり。心室中隔欠損は自然閉

鎖した。【家族歴】特記事項なし【現病歴】入院 5 日

前より咳嗽が、4 日前より 38℃の発熱が出現し、症状

の改善がないため入院 2 日前に当科へ紹介された。炎

症反応の上昇は軽度で肺炎像もないことから外来で

経過を追うこととしたが、入院当日朝より呼吸困難が

出現したため入院となった。【現症】傾眠傾向。体温

38.5℃、心拍数 162 回/分、呼吸数 56 回/分、血圧

102/81mmHg 、SpO2 89％。陥没呼吸が著明で呼吸

音は聴取できなかった。胸部レントゲンでは過膨張所

見のみで、浸潤影は認めなかった。【経過】当初は急

性気管支炎に伴う喘息発作としてβ2 刺激薬吸入、ス

テロイド、ABPC を投与した。入院後は循環不全によ

る四肢末梢の冷感と暗赤色の色調変化が持続し、入院

翌日に SpO2 が低下したため人工呼吸管理を始めた。

胸部レントゲンでは右上肺野に浸潤影が出現してい

た。その後も循環不全が続き人工呼吸管理後 12 時間

で心停止となった。蘇生により自己心拍が再開した

が、低酸素性虚血性脳症のため入院 2ヶ月後に死亡し

た。蘇生時の気管吸引物より MRSA が検出され、後日

PVL 遺伝子陽性であることが判明した。【考察】今後

急速に進行する肺炎患者には PVL 陽性 CA-MRSA を

念頭におき、迅速な対応が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  P 28 

人工関節から MRSA Small Colony Variants 
(SCVs) が検出された１症例 
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【はじめに】Small colony variants（SCVs）は、通常

の臨床分離株よりも発育が遅く、コロニーが小さい事

を特徴とする細菌群の通称であり、抗菌療法への不応

により再発や持続感染に寄与する事が知られている。

今回我々は、人工関節から MRSA SCVsを検出した症

例を経験したので報告する。【症例】平成 20 年に人工

膝関節形成術が施行された 80 歳女性。術後 MRSA骨

髄 炎 と 診 断 さ れ た 後 、 外 来 に て

trimethoprim/sulfamethoxazole (ST) １ 錠 、

daptomycin (DAP)6mg/kg（隔日）に不応なために平

成 24 年 5月創部からの検体採取が行われた。【微生物

学的検査】創部膿の培養には、5％ヒツジ血液寒天培

地（血寒）、MRSA 選択分離培地を用い、前者を 5%

炭酸ガス条件下、後者を好気条件下 35℃で培養した。

培養後 24 時間では両培地とも発育が認めらなかった

が 48時間で血寒に微小コロニーの発育が、MRSA選

択分離培地には CNS 様の発育が認められた。自動分

析装置を用い菌種同定・薬剤感受性試験を実施したと

ころMRSA と判定され、コロニー所見、発育状況と乖

離した。最終的に 16SrRNA 塩基配列の解析及び

MRSA－LA にて PBP2’の産生を確認し MRSA と判

定した。【考察】SCVsの報告はアミノグリコシド系抗

菌薬および ST による長期抗菌化学療法中の患者に多

い事から、SCVs の出現はこれら抗菌薬の長期連用と

の関連が指摘されている。本患者も ST を長期間内服

していたため、MRSA SCVsの出現が誘導された可能

性が考えられた。本例では、SCVs の誘導により培養

に時間を有し、コロニー所見と分子生物学的解析結果

が乖離するなど臨床検査における見逃しや誤同定と

なる可能性が指摘された。再発および持続感染症患者

の検査材料に対しては、SCVs の出現に留意する必要

があると考えられた。 
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